
膝関節_⾛査説明 
⾛査 描出像 観察部位 ⾛査法 注意事項 

膝関節 膝蓋上窩 

伸側縦断⾛査 

 

 ⼤腿⾻ 

膝蓋⾻ 

⼤腿四頭筋腱 

脂肪体 

 

膝蓋⾻の近位、正

中にプローブを縦

に置き，画⾯右上

に膝蓋⾻，左下に

⼤腿⾻が明瞭に描

出されるよう，機

器の設定を⾏う．

関節包は，膝蓋⾻

上部の脂肪体と⼤

腿⾻前⾯の脂肪体

の間に存在する．

膝蓋⾻に沿って，

プローブを内側お

よ び 外 側 に ⾛ 査

し，膝蓋上窩の滑

膜病変全体を観察

する． 

少 量 の 滑 液 貯 留

は、健常者にも認

められる．また，

⾛査時にプローブ

で圧迫すると，滑

液や⾎流シグナル

が減少して描出さ

れ，過⼩評価とな

るため，圧迫しす

ぎないように注意

する． 

 

〈パワードプラ法

での注意点〉 

脂肪体に存在する

正常⾎管や⾻の栄

養⾎管を滑膜炎と

評価しないよう注

意する． 
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F：⼤腿⾻ 

P：膝蓋⾻ 

Q：⼤腿四頭筋腱 

FP：脂肪体 
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膝関節 膝蓋上窩 

伸側横断⾛査 

正中 
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外側 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⼤腿⾻ 

膝蓋⾻ 

⼤腿四頭筋腱 

 

縦断⾛査からプロ

ーブを 90 度回転

させ，横断⾛査に

する．正中から，

内側・外側・近位

⽅向へ⾛査し、全

体を観察する．続

けて，膝蓋上窩の

遠位側を観察する

ため，プローブを

横断⾛査のまま内

側へ移動させ，膝

蓋⾻に沿って遠位

⽅向へ⾛査し，関

節 ⾯ ま で 観 察 す

る．膝蓋上窩外側

の遠位側も同様に

⾛査し，関節⾯ま

で観察する．  

膝蓋上窩の遠位側

は，横断⾛査によ

って，関節包の広

がり全体を観察で

きるため，⾒落と

しがないよう，関

節⾯まで連続して

⾛査する．また，

浅い部位の関節包

辺縁は，⾎流シグ

ナルの検出感度が

⾼いため，注意深

く観察することが

重要である． 

F：⼤腿⾻ 

P：膝蓋⾻ 

Q：⼤腿四頭筋腱 
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膝関節 内側 

縦断⾛査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⼤腿⾻ 

脛⾻ 

半⽉ 

内側側副靭帯 

膝蓋⾻下縁の⾼さ

に，プローブを縦

に置き，画⾯左に

⼤腿⾻，画⾯右に

脛⾻を描出する．

関節⾯を画⾯の中

央に描出し，そこ

から屈側および伸

側⽅向へ，関節⾯

が⾒えなくなるま

で⾛査する。 

 

滑膜病変以外に，

突出した⾻隆起で

ある⾻棘や，側副

靭帯の炎症所⾒な

ども，⾒落とさな

いよう注意する． 

 

〈パワードプラ法

での注意点〉 

正常⾎管や⾻の栄

養⾎管を滑膜炎と

評価しないよう注

意する． 

 

 

 

膝関節 外側 

縦断⾛査 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⼤腿⾻ 

脛⾻ 

半⽉ 

腸脛靭帯 

外側側副靭帯 

膝窩筋腱 

膝蓋⾻下縁の⾼さ

に，プローブを縦

に置き，画⾯左に

⼤腿⾻，画⾯右に

脛⾻を描出する．

関節⾯を画⾯の中

央に描出し，そこ

から屈側および伸

側⽅向へ，関節⾯

が⾒えなくなるま

で⾛査する． 

 

屈側⽅向へプロー

ブを⾛査すると，

⼤腿⾻前⾯に膝窩

筋 腱 が 描 出 さ れ

る．異⽅性により

やや低エコーに描

出された膝窩筋腱

を，滑膜肥厚と間

違わないように注

意する． 

滑膜病変以外に，

突出した⾻隆起で

ある⾻棘，靭帯や

腱の炎症所⾒など

も，⾒落とさない

よう注意する． 

 

〈パワードプラ法

での注意点〉 

正常⾎管や⾻の栄

養⾎管を滑膜炎と

評価しないよう注

意する． 

F：⼤腿⾻ 

T：脛⾻ 

M：半⽉ 

MCL：内側側副靭帯 
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膝関節 屈側 

横断⾛査 

 

 

 ⼤腿⾻内側顆 

半膜様筋腱 

腓腹筋内側頭 

屈側のやや内側寄

りに横にプローブ

を置く．膝窩嚢胞

は，嚢胞状の滑液

貯留として，通常，

半膜様筋腱と腓腹

筋内側頭の間より

検出されることが

多いので，まずこ

の断⾯から観察す

る．プローブを近

位および遠位へ⾛

査し，膝窩嚢胞の

有無を観察する． 

膝窩嚢胞は，健常

⼈では描出されな

い．関節リウマチ

に特異的なもので

はなく，変形性関

節症など，他の疾

患で も 認 め ら れ

る． 

 

 

MC：⼤腿⾻内側顆 

SM：半膜様筋腱 

MHG：腓腹筋内側頭 
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